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1. セルロースナノファイバー（CNF）の概要 

1.1 セルロースナノファイバーの定義と特性 

1.1.1 定義 

セルロースナノファイバー（Cellulose Nanofiber, CNF）は、植物由来のセルロースをナノスケールまで微細化した繊維

状の材料である[12][39]。セルロースは植物細胞壁の主要成分であり、地球上で最も豊富に存在する天然の高分子である

[12]。CNF は、セルロース繊維を化学的または物理的な処理によって解繊し、直径が数ナノメートル（3～100nm）、長

さが数マイクロメートル（100μm以下）に達する繊維状の構造を持つ[12][39]。このナノスケールの構造により、CNF は

従来のセルロース材料にはない特性を発揮する[12]。 

CNF は、木材や農業廃棄物、野菜くず、海藻など、セルロースを含むさまざまな植物由来の原料から製造可能である

[12][39]。また、CNF は再生可能資源を原料とし、生分解性を持つため、環境負荷の低減に寄与する持続可能な素材とし

て注目されている[12][39]。 

1.1.2 主な特性 

1.1.2.1 軽量性 

CNF は非常に軽量であり、同量の鉄と比較して重量は約 1/5 である[12][39]。この軽量性は、輸送機器や建材などの分野

での応用において、製品の軽量化を実現し、燃費向上やエネルギー消費の削減に寄与する[12][39]。特に自動車部品にお

いては、軽量化による燃費改善が期待されている[39]。 

1.1.2.2 高強度 

CNF は軽量であるにもかかわらず、非常に高い強度を持つ。具体的には、同量の鉄と比較して約 5 倍の強度を有する

[12][39]。また、高い弾性率を持ち、変形しにくい特性がある[12]。この高強度と高弾性率により、CNF は複合材料の強



化材として、自動車部品や建材、電子部品などの分野での利用が進んでいる[12][39]。 

1.1.2.3 生分解性 

CNF は植物由来であり、生分解性を持つため、廃棄後も環境への影響が少ない[12][39]。この特性により、プラスチック

代替素材としての需要が高まっている[12][39]。特に、マイクロプラスチック問題への対策として、食品包装や医療用バ

リア材などの分野での応用が期待されている[12][39]。 

1.1.2.4 透明性 

CNF は高い透明性を持つため、光学特性が求められる用途にも適している[12][39]。例えば、透明フィルムやディスプレ

イ材料としての利用が進んでいる[12][39]。また、透明性と高強度を兼ね備えた特性により、エレクトロニクス分野での

応用が期待されている[12][39]。 

1.2 CNF の製造プロセス 

1.2.1 化学処理 

CNF の製造には、化学処理が重要な役割を果たす[12][39]。化学処理では、セルロース繊維を化学薬品で処理し、繊維間

の結合を弱めることで、ナノスケールの繊維を得る[12][39]。代表的な方法として、TEMPO 酸化法やリン酸エステル化法

が挙げられる[12][39]。これらの方法により、均一なナノスケールの繊維を効率的に生成することが可能である[12][39]。 

1.2.2 機械解繊 

機械解繊は、セルロース繊維を物理的に解きほぐすことで CNF を製造する方法である[12][39]。高圧ホモジナイザーやウ

ォータージェット法、リファイナー法などが一般的に使用される[12][39]。これらの方法は、化学処理を併用すること

で、エネルギー消費を抑えながら高品質な CNF を生成することが可能である[12][39]。 

1.2.3 TEMPO 酸化法 

TEMPO 酸化法は、セルロース繊維を TEMPO（2,2,6,6-テトラメチルピペリジン-1-オキシル）触媒で酸化し、繊維表面

をイオン化することで、繊維間の結合を弱める方法である[12][39]。この方法は、少ないエネルギーで高品質な CNF を生

成できるため、広く採用されている[12][39]。また、TEMPO 酸化法で得られる CNF は、透明性や機械的強度が高く、食

品包装や医療用バリア材などの高付加価値用途に適している[12][39]。 



1.2.4 京都プロセス 

京都プロセスは、京都大学が開発した CNF 製造技術であり、セルロース繊維に付着するリグニンをある程度残した状態

で、疎水性の CNF を生成する方法である[12][39]。この方法により、耐熱性や再成形性に優れた CNF 強化樹脂を低コス

トで製造することが可能である[12][39]。京都プロセスは、自動車部品や建材などの分野での応用が進んでいる[12][39]。 

2. CNF の業界現状と市場動向 

2.1 業界の現状 

2.1.1 主要用途と応用分野 

セルロースナノファイバー（CNF）は、植物由来の持続可能な素材として、さまざまな分野での応用が進んでいます。そ

の特性である軽量性、高強度、生分解性、透明性などが評価され、以下のような主要用途が挙げられます。 

1. 複合材料 

CNF は、プラスチックや樹脂の強化剤として使用され、軽量化と高強度を実現します。特に、自動車部品や建材、

包装材料などでの利用が進んでいます[1][2]。 

2. 食品・飲料 

増粘剤や安定剤として、食品加工製品（スープ、プリン、冷凍食品など）に使用されています。また、食品の品質

向上や賞味期限の延長にも寄与しています[3][4]。 

3. 医療・ヘルスケア 

CNF は、生体適合性が高く、創傷治癒材やドラッグデリバリーシステム（DDS）としての利用が進んでいます。医

療用具や人工骨の材料としても期待されています[5][6]。 

4. 包装材料 

透明性とガスバリア性に優れるため、食品や医薬品の包装に適しています。プラスチック廃棄物削減の代替素材と

して注目されています[7][8]。 

5. エレクトロニクス 

CNF は、透明フィルムやコーティング材として、電子デバイスやディスプレイに利用されています。また、バッテ

リーセパレーターとしての応用も進んでいます[9][10]。 

6. 化粧品 

CNF の高粘度性と天然由来の特性を活かし、化粧品やスキンケア製品に使用されています。特に、べたつきの少な



い増粘効果が評価されています[11][12]。 

7. その他 

CNF は、航空宇宙、塗料、フィルター、3D プリンティングなど、多岐にわたる分野での応用が期待されています

[13][14]。 

2.1.2 世界生産量と市場規模 

2.1.2.1 2023 年の市場規模 

2023 年の CNF 市場規模は、約 24 億米ドルに達しました[15]。この成長は、持続可能な素材への需要増加や、食品包

装、自動車部品、医療分野での応用拡大によるものです。特に、北米とヨーロッパが市場の主要なシェアを占めており、

アジア太平洋地域も急速に成長しています[16][17]。 

2.1.2.2 2031 年の市場予測 

2031 年には、CNF 市場規模が 73 億米ドルに達すると予測されています。これは、年平均成長率（CAGR）8.5%に相当

します[18]。特に、自動車、包装、医療、エレクトロニクス分野での需要が市場成長を牽引すると考えられています。ま

た、技術革新や政府の支援が市場拡大を後押ししています[19][20]。 

2.2 市場動向 

2.2.1 成長要因 

2.2.1.1 持続可能な素材への需要増加 

環境負荷の低い素材への需要が高まる中、CNF は再生可能資源由来であり、生分解性や低カーボンフットプリントを提

供する点で注目されています。特に、自動車業界では、軽量化による燃費向上や排出ガス削減を目的に、CNF を複合材

料に組み込む動きが進んでいます[21][22]。 

2.2.1.2 多様な用途展開 

CNF は、包装材料、食品包装、医療用バリア材、化粧品、電子機器、フィルターなど、さまざまな分野での応用が進ん

でいます。特に、透明フィルムやコーティング、ハイドロゲルの作成に適した TEMPO 酸化による CNF（TEMPO-

CNF）は、表面電荷の増加や機械的強度の向上といった特性を持ち、高性能用途に理想的です[23][24]。 



2.2.1.3 地域別の成長動向 

● 北米: 再生可能資源の採用を促進する政府イニシアティブが進んでおり、市場シェアの約 38.4%を占めると予測さ

れています[25]。 

● アジア太平洋: 自動車、包装、複合材料産業の成長により、急速な市場拡大が見込まれています[26]。 

● ヨーロッパ: パルプ・紙用途の需要増加や研究開発への投資が市場成長を牽引しています[27]。 

2.2.2 課題 

2.2.2.1 高い生産コスト 

CNF の製造には複雑な工程が必要であり、コストが高いことが市場拡大の障壁となっています。現在、1kg あたり数千円

から数万円の価格であり、これを数百円から 1,000 円程度に抑えることが目標とされています[28][29]。 

2.2.2.2 規制の標準化の欠如 

CNF の製造や利用に関する規制が標準化されていないため、エンドユーザーの認識が限定的である点も課題です。特

に、国際的な規制の整備が求められています[30][31]。 

2.2.2.3 技術的課題 

CNF の大量生産や品質の均一化には技術的な課題が残されており、これらを克服するための研究開発が進められていま

す。また、親水性と疎水性の調整や、複合材料としての適合性向上が求められています[32][33]。 

2.3 主要プレイヤー 

2.3.1 日本企業 

日本は CNF の研究開発と実用化で世界をリードしており、以下の企業が主要プレイヤーとして挙げられます。 

● 日本製紙株式会社: CNF 強化樹脂のプラントを稼働させ、自動車部品や包装材料などの分野での応用を進めていま

す[34]。 

● 王子ホールディングス株式会社: CNF を用いた包装材料や紙製品の開発に注力しています[35]。 

● 大王製紙株式会社: 高機能紙や複合材料の開発を進めています[36]。 

2.3.2 欧米企業 



● Borregaard AS（ノルウェー）: 持続可能な素材の提供を通じて、包装や建材分野での市場拡大を目指しています

[37]。 

● CelluForce（カナダ）: セルロースナノクリスタル（CNC）の商業生産で世界をリードしています[38]。 

● FiberLean Technologies GmbH（ドイツ）: 紙・包装業界向けのソリューションを提供しています[39]。 

2.3.3 その他の主要企業 

● Stora Enso Oyj（フィンランド）: CNF を用いた包装材料や建材の開発を進めています[40]。 

● UPM Biomedicals（フィンランド）: 医療分野での CNF 応用に特化しています[41]。 

2.4 将来展望 

2.4.1 政府支援と国際プロジェクト 

CNF 市場の成長には、政府の支援や国際的な研究プロジェクトが重要な役割を果たしています。日本では、環境省や経

済産業省が CNF の研究開発や実用化を支援しており、2030 年までに国内市場を 1 兆円規模に成長させる目標を掲げてい

ます[42][43]。また、国際的な規制整備や技術移転が進められています[44]。 

2.4.2 技術革新の影響 

技術革新により、CNF の製造コストが削減され、品質が向上することで市場拡大が期待されています。特に、京都大学

が開発した「京都プロセス」などの新技術が注目されています[45][46]。また、新たな用途開発や複合材料の進化によ

り、さらなる市場成長が見込まれています[47][48]。 

3. CNF の投資状況と地域分布 

3.1 投資状況 

3.1.1 研究開発への投資 

セルロースナノファイバー（CNF）の市場成長を支える重要な要素の一つが、研究開発（R&D）への投資です。CNF は

その特性（軽量性、高強度、生分解性など）を活かし、多様な産業分野での応用が期待されていますが、これを実現する

ためには、製造技術の改良や新たな用途の開発が不可欠です。 



大手企業や研究機関は、CNF の製造コスト削減や性能向上を目指して積極的に投資を行っています。例えば、日本製紙

や王子ホールディングスなどの日本企業は、TEMPO 酸化法や京都プロセスといった革新的な製造技術の開発に注力して

います[7][10]。これらの技術は、エネルギー消費を抑えつつ高品質な CNF を生成することを可能にし、特に自動車部品

や建材分野での応用を促進しています[10]。 

また、海外では、カナダの CelluForce やノルウェーの Borregaard が大学や研究機関と連携し、CNF の新たな用途開発を

進めています[6]。これらの企業は、食品包装や医療用バリア材、電子材料などの高付加価値分野での応用を目指し、研究

開発を加速させています[6][11]。 

さらに、政府の支援も研究開発を後押ししています。日本では、環境省や経済産業省が CNF の性能評価や社会実装を支

援するプロジェクトを展開しており、これにより企業や研究機関が新たな技術や製品を開発するための基盤が整備されて

います[17]。 

3.1.2 生産設備の拡充 

CNF の市場拡大に伴い、生産設備への投資も活発化しています。2024 年の世界生産量は前年比 120%増の 132 トンに達

すると予測されており、これを支えるための生産能力の拡充が求められています[7]。 

日本国内では、主要な製紙企業が CNF の生産設備を増強しています。例えば、日本製紙は年間 1,220 トンの生産能力を

持つ設備を稼働させており、これをさらに拡大する計画を進めています[7]。また、王子ホールディングスや大王製紙も、

CNF の量産化に向けた設備投資を行い、特に自動車部品や包装材料向けの製品開発を強化しています[8]。 

海外では、ノルウェーの Borregaard が CNF の商業生産を拡大するための新たなプラントを建設しており、これによりヨ

ーロッパ市場での供給能力を大幅に向上させています[6]。また、カナダの Kruger や CelluForce も、北米市場での需要増

加に対応するため、生産設備の拡充を進めています[6][7]。 

これらの投資は、CNF の製造コスト削減や供給安定性の向上に寄与し、市場拡大を支える重要な要素となっています。 

3.1.3 産業分野への応用投資 

CNF の応用分野は多岐にわたり、これに対応するための投資も進んでいます。特に、自動車部品や包装材料、化粧品、

食品添加物などの分野での実用化を目指した取り組みが注目されています。 

自動車業界では、CNF を強化材として使用した複合材料の開発が進められており、軽量化や燃費向上を目的とした研究

が行われています[7][10]。例えば、CNF を 10%配合したポリプロピレン（PP）は、ガラス繊維強化 PP と比較して約

40%の強度向上を実現しており、これにより自動車部品の軽量化が可能となっています[7]。 

包装業界では、CNF の透明性やガスバリア性を活かした食品包装材の開発が進んでいます。これにより、プラスチック

代替素材としての需要が高まっており、特に環境規制が厳しい地域での市場拡大が期待されています[6][11]。 

また、化粧品業界では、CNF の高粘度性や天然由来の特性を活かした製品が開発されており、スキンケア製品やメイク



アップ製品への応用が進んでいます[26]。食品業界でも、CNF を増粘剤や安定剤として使用することで、食品の品質向上

や賞味期限の延長が実現されています[27]。 

これらの応用分野への投資は、CNF の市場拡大を支える重要な要素であり、今後も多様な分野での実用化が期待されて

います。 

3.2 地域分布 

3.2.1 北米 

北米は、CNF 市場において重要な地域の一つであり、特に政府の環境政策や再生可能資源の採用促進が市場成長を後押

ししています。2024 年には、北米市場が世界全体の約 38.4%を占めると予測されており、食品包装や医療分野での需要

が市場拡大を牽引しています[6][7]。 

アメリカでは、CNF を活用した食品包装材や医療用バリア材の開発が進んでおり、これによりプラスチック代替素材と

しての需要が高まっています[6]。また、カナダでは、CelluForce や Kruger が CNF の商業生産を拡大しており、特に透

明フィルムやコーティング材としての応用が進んでいます[6][7]。 

3.2.2 ヨーロッパ 

ヨーロッパは、環境規制の強化や持続可能な素材への需要増加により、CNF 市場の成長が期待される地域です。特に、

フィンランドやスウェーデンなどの北欧諸国が、CNF の生産と応用でリーダー的な役割を果たしています[6][8]。 

ノルウェーの Borregaard は、CNF を用いた包装材料や建材の開発を進めており、これによりヨーロッパ市場でのシェア

を拡大しています[6]。また、ドイツやフランスでは、CNF を活用した高性能紙や複合材料の開発が進んでおり、特にパ

ルプ・紙産業での需要が市場成長を牽引しています[6][8]。 

3.2.3 アジア太平洋 

アジア太平洋地域は、CNF 市場で最も急速に成長している地域の一つであり、自動車、包装、建材分野が主要な需要源

となっています。特に日本は、CNF の研究開発と実用化で世界をリードしており、多くの製品が開発されています

[7][8]。 

日本では、環境省や経済産業省が CNF の性能評価や社会実装を支援するプロジェクトを展開しており、これにより企業

や研究機関が新たな技術や製品を開発するための基盤が整備されています[17]。また、中国や韓国でも、CNF の生産と応

用が進んでおり、特に自動車部品や包装材料分野での需要が高まっています[6][7]。 



3.2.4 中南米、アフリカ、中東 

中南米やアフリカ、中東では、政府の支援やインフラ整備が進む中で、CNF 市場の潜在的な成長が期待されています。

これらの地域では、特に建設や農業分野での応用が注目されています[6]。 

ブラジルでは、Fibria が CNF の研究開発を進めており、特に包装材料や建材分野での応用が期待されています[6]。ま

た、南アフリカやサウジアラビアでは、CNF を活用した持続可能な素材の開発が進んでおり、これにより地域経済の活

性化が図られています[6][7]。 

3.3 将来展望 

3.3.1 地域ごとの成長戦略 

CNF 市場の成長を支えるためには、地域ごとの特性を活かした戦略が重要です。例えば、北米では、政府の環境政策や

再生可能資源の採用促進を背景に、食品包装や医療分野での需要が拡大しています[6][7]。一方、ヨーロッパでは、環境

規制の強化や持続可能な素材への需要増加により、包装材料や建材分野での市場拡大が期待されています[6][8]。 

アジア太平洋地域では、自動車、包装、建材分野が主要な需要源となっており、特に日本が研究開発と実用化でリードし

ています[7][8]。また、中南米やアフリカ、中東では、建設や農業分野での応用が注目されており、これにより地域経済

の活性化が図られています[6][7]。 

3.3.2 国際市場での競争力 

CNF 市場での競争力を高めるためには、製造コストの削減や製品性能の向上が重要です。例えば、日本では、京都プロ

セスなどの革新的な製造技術が開発されており、これにより高品質な CNF を低コストで生産することが可能となってい

ます[10]。 

また、国際市場での競争力を高めるためには、地域ごとの特性を活かした戦略が重要です。例えば、北米では、政府の環

境政策や再生可能資源の採用促進を背景に、食品包装や医療分野での需要が拡大しています[6][7]。一方、ヨーロッパで

は、環境規制の強化や持続可能な素材への需要増加により、包装材料や建材分野での市場拡大が期待されています

[6][8]。 

アジア太平洋地域では、自動車、包装、建材分野が主要な需要源となっており、特に日本が研究開発と実用化でリードし

ています[7][8]。また、中南米やアフリカ、中東では、建設や農業分野での応用が注目されており、これにより地域経済

の活性化が図られています[6][7]。 



4. CNF の技術革新と将来性 

4.1 技術革新の現状 

4.1.1 製造技術の進化 

セルロースナノファイバー（CNF）の製造技術は、近年大きな進化を遂げています。特に、化学処理や物理処理を組み合

わせた製造プロセスが主流となり、効率的かつ高品質な CNF の生産が可能となっています。代表的な技術として、

TEMPO 触媒酸化法が挙げられます。この方法は、セルロースの一級水酸基を選択的に酸化することで、少ないエネルギ

ーで高品質な CNF を生成することが可能です。この技術は、透明性や機械的強度の向上に寄与し、食品包装や医療用バ

リア材などの高付加価値用途に適しています[9][12]。 

さらに、京都大学が開発した「京都プロセス」は、疎水性の CNF を効率的に生成する技術として注目されています。こ

のプロセスでは、リグニンをある程度残した状態でパルプを処理し、樹脂との混合性を向上させることが可能です。この

技術により、耐熱性や再成形性に優れた CNF 強化樹脂の製造が実現し、自動車部品や建材への応用が進んでいます

[10][12]。 

また、機械的処理技術も進化を遂げています。ウォータージェット法や高圧ホモジナイザーを用いた解繊技術は、エネル

ギー効率を向上させるとともに、均一なナノファイバーを生成することが可能です。これにより、製造コストの削減と品

質の安定化が実現しています[12][14]。 

4.1.2 表面改質技術 

CNF の表面改質技術は、他の材料との相互作用を最適化するために重要な役割を果たしています。特に、親水性の CNF

を疎水性に変える化学処理や、特定の機能性を付与するための分子修飾が進められています。例えば、リン酸エステル化

やスルホン化などの化学修飾技術は、CNF の分散性や混合性を向上させるために広く利用されています[12][18]。 

また、TEMPO 酸化法を用いた表面改質は、CNF の表面電荷を増加させることで、透明フィルムやコーティング材として

の性能を向上させることができます。この技術は、食品包装や医療用バリア材、電子材料などの高付加価値用途において

特に有効です[12][14]。 

さらに、疎水性 CNF の開発も進んでおり、これにより樹脂や有機溶媒との混合性が向上しています。例えば、王子ホー

ルディングスが開発した疎水性 CNF は、電子基板やエレクトロニクス向けの溶媒としての応用が期待されています

[26][28]。 

4.1.3 複合材料の開発 



CNF を樹脂やゴムと混合した複合材料の開発は、軽量化と高強度を実現するための重要な技術革新の一つです。CNF 強

化ポリプロピレンやナイロン系樹脂は、自動車部品や家電製品の材料として注目されています。これらの複合材料は、ガ

ラス繊維や炭素繊維に代わる軽量で高性能な代替材料として期待されています[10][12]。 

また、発泡成形技術を用いることで、耐熱性や軽量性をさらに向上させた製品の開発も進行中です。例えば、CNF を

10%含むポリプロピレンは、未強化ポリプロピレンに比べて約 2 倍の弾性率を持ち、ガラス繊維強化ポリプロピレンと比

較しても約 40%の性能向上が見られます[7][10]。 

さらに、CNF を用いた複合材料は、リサイクル性にも優れており、使用済み自動車部材の水平リサイクルが可能です。

これにより、環境負荷の低減と資源の有効活用が期待されています[7][10]。 

4.1.4 新たな応用分野の開拓 

CNF の特性を活かした新たな応用分野の開拓も進んでいます。食品分野では、CNF が増粘剤や安定剤として利用されて

おり、パンやケーキの品質向上や賞味期限の延長に寄与しています。また、医療分野では、創傷治癒材やドラッグデリバ

リーシステム（DDS）としての利用が研究されています[12][33]。 

さらに、エレクトロニクス分野では、CNF の透明性や高強度を活かした透明フィルムやコーティング材の開発が進んで

います。これにより、ディスプレイやバッテリーセパレーターなどの高性能用途への展開が期待されています[12][30]。 

また、化粧品分野では、CNF の高粘度性と天然由来の特性を活かしたスキンケア製品や化粧品の開発が進んでいます。

これにより、べたつきの少ない増粘効果が実現されています[12][26]。 

4.2 将来性 

4.2.1 循環型経済への貢献 

CNF は植物由来で生分解性を持つため、廃棄後も環境への影響が少なく、循環型経済を支える基幹材料としての役割が

期待されています。特に、森林資源の適切な活用を通じて、森林環境の保全にも寄与します[10][13]。 

また、CNF を用いた製品は、リサイクル性に優れており、使用済み製品の再利用が可能です。これにより、資源の有効

活用と廃棄物の削減が実現されます[7][10]。 

4.2.2 カーボンニュートラルの実現 

CNF は、原料となる木材が大気中の二酸化炭素を吸収して成長するため、カーボンニュートラルな素材として注目され

ています。これにより、プラスチック代替材料としての需要がさらに高まると予測されています[13][12]。 

さらに、CNF を用いた製品は、製造過程でのエネルギー消費が少なく、CO2 排出量の削減に寄与します。これにより、



持続可能な社会の実現に向けた重要な素材としての地位を確立しています[10][13]。 

4.2.3 市場拡大の可能性 

CNF 市場は、2024 年には世界生産量が前年比 120%増の 132 トンに達すると予測されており、2034 年には市場規模が

3,162.42 百万ドルに拡大すると見込まれています。特に、自動車、包装、医療、エレクトロニクス分野での需要が市場成

長を牽引すると考えられています[14][15]。 

また、地域別では、アジア太平洋地域が最も急速に成長しており、北米とヨーロッパが市場の主要なシェアを占めていま

す。これにより、グローバル市場での競争力がさらに高まることが期待されています[14][15]。 

4.2.4 課題克服による普及促進 

現在、CNF の製造コストや耐衝撃性の低さといった課題が存在しますが、これらの技術的課題を克服することで、さら

なる市場拡大が期待されています。また、安全性評価の進展により、社会実装が加速する見込みです[9][13][12]。 

さらに、政府の支援や国際的な研究プロジェクトが市場拡大を後押ししており、2030 年までに市場規模が大幅に拡大す

る見込みです。これにより、CNF は持続可能な社会の実現に向けた重要な素材としての地位を確立することが期待され

ています[10][13][12]。 

5. CNF の政策動向とマクロ環境 

5.1 政策動向 

5.1.1 日本国内の政策支援 

5.1.1.1 環境省の取り組み 

環境省は、セルロースナノファイバー（CNF）の活用を通じて、持続可能な社会の実現を目指す政策を推進している。特

に、CNF を用いた複合樹脂材料の性能評価や社会実装を促進する「CNF 性能評価モデル事業」を展開している。この事

業では、CNF を活用した製品の信頼性や CO2 削減効果を評価し、早期の社会実装を目指している。また、リサイクル性

や低炭素化を考慮した製造工程の実証も進められており、CNF を用いた製品が環境負荷を低減することを実証している

[16][17]。 

さらに、環境省は「ナノセルロースビークル（NCV）プロジェクト」を通じて、自動車の軽量化を目指している。このプ

ロジェクトでは、CNF を 10％含むポリプロピレンや 15％含むナイロンを利用した自動車部品の試作が進められており、



燃費改善効果が約 10％向上することが確認されている[17]。これにより、CNF を活用した自動車部品の実用化が進むと

ともに、CO2 排出削減への貢献が期待されている。 

5.1.1.2 経済産業省の目標 

経済産業省は、2030 年までに国内 CNF 市場を 1 兆円規模に成長させることを目標に掲げている。この目標を達成するた

めに、CNF を活用した製品開発や製造コスト削減を支援し、自動車や建材分野での実用化を促進している[17][19]。ま

た、CNF の製造技術の向上や用途開発を目的とした研究開発プロジェクトを支援し、国内外の市場競争力を高める取り

組みを進めている。 

経済産業省は、特に「京都プロセス」のような低コストで高性能な CNF 製造技術の普及を支援しており、これにより

CNF の生産効率が向上し、製造コストの削減が期待されている[10][19]。さらに、CNF を活用した製品の国際展開を目指

し、輸出促進や国際的なパートナーシップの構築を進めている。 

5.1.2 国際的な規制と支援 

5.1.2.1 気候変動対策との連携 

CNF は、2050 年カーボンニュートラル（CN2050）や欧州の ELV（End-of-Life Vehicles）規則案など、気候変動対策や

プラスチック廃棄物削減に向けた政策と密接に関連している。これらの政策は、環境対応型素材としての CNF の需要拡

大を後押ししている[18]。 

特に、CNF は植物由来で生分解性を持つため、プラスチック代替素材として注目されており、環境規制が厳しい地域で

の需要が高まっている[36]。また、CNF を活用した製品は、CO2 排出削減や循環型経済の実現に貢献する素材として、

政策支援を受ける可能性が高い。 

5.1.2.2 国際協力 

日本は、アジア諸国を中心に CNF を含む環境技術の国際展開を進めている。これには、環境関連制度の整備や人材育成

を含む包括的な支援が含まれ、途上国での CNF 利用拡大が期待されている[16]。また、国際的な研究プロジェクトや技

術交流を通じて、CNF の応用範囲を広げる取り組みが進められている。 

さらに、国際的な規制の標準化を目指し、各国の規制当局や業界団体との連携が進められている。これにより、CNF の

製造や利用に関する規制が統一され、国際市場での競争力が向上することが期待されている[18][36]。 

5.1.3 産官学連携の強化 



日本では、産業界、政府、学術機関が連携し、CNF の研究開発や実用化を進めている。例えば、農林水産省は国内林業

の振興と国産材の利用促進を目的に、CNF の生産と応用を支援している[19]。また、大学や研究機関との共同研究を通じ

て、CNF の新たな用途開発や製造技術の向上が進められている。 

さらに、産官学連携の一環として、CNF を活用した製品の性能評価や市場展開を支援するプロジェクトが実施されてい

る。これにより、CNF の社会実装が加速し、国内外の市場での競争力が向上することが期待されている[16][19]。 

5.2 マクロ環境 

5.2.1 環境意識の高まり 

世界的な環境意識の高まりにより、再生可能資源を活用した持続可能な素材への需要が増加している。CNF は、植物由

来で生分解性を持つため、プラスチック代替素材として注目されており、環境対応型製品の開発が進んでいる[16][17]。 

特に、食品包装や医療用バリア材などの分野では、CNF の透明性やガスバリア性が評価されており、環境負荷の低減に

寄与する素材として需要が拡大している[36]。また、CNF を活用した製品は、循環型経済の実現に向けた重要な素材とし

て位置付けられている。 

5.2.2 技術革新とコスト削減 

CNF の製造技術の進化により、生産コストが徐々に低下している。特に、日本では高付加価値の「シングルセルロース

ナノファイバー」の開発が進められており、これが市場競争力を高める要因となっている[19][17]。 

また、京都大学が開発した「京都プロセス」など、低コストで高性能な CNF を製造する技術が進展しており、これによ

り市場拡大が期待されている[10][19]。さらに、製造プロセスの効率化や副産物の活用により、経済性が向上する可能性

がある。 

5.2.3 市場規模の拡大 

2024 年の CNF 世界生産量は前年比 120%増の 132 トン、出荷金額は 62 億 9,000 万円と予測されており、今後 10 年間で

市場規模が大幅に拡大すると見込まれている[18]。特に、自動車、包装、建材分野での需要が市場成長を牽引している。 

また、2030 年には国内市場が 1 兆円規模に達することが期待されており、CNF を活用した製品の多様化が進むことで、

さらなる市場拡大が見込まれている[19]。 

5.2.4 国際競争と課題 

日本の CNF 産業は、国内市場を中心に展開している一方、海外メーカーは価格競争力を武器に国際市場でのシェア拡大



を図っている。このため、日本の CNF 産業は、技術革新による差別化と国際展開の強化が求められている[19][17]。 

また、CNF の製造コストや耐衝撃性の低さといった課題が存在しており、これらの技術的課題を克服することで、さら

なる市場拡大が期待されている[36]。さらに、安全性評価の進展により、社会実装が加速する見込みである[37][38]。 

6. CNF のセグメント別分析 

6.1 用途別セグメント 

6.1.1 複合材料 

セルロースナノファイバー（CNF）は、軽量性と高強度という特性を活かし、複合材料の分野で広く利用されています。

特に、自動車部品や建材、家電製品などの分野で注目されています。CNF を樹脂やゴムと混合することで、従来の材料

よりも軽量でありながら高い強度を持つ複合材料が実現可能です。例えば、CNF 強化ポリプロピレン（PP）は、未強化

PP に比べて約 2 倍の弾性率を持ち、ガラス繊維強化 PP と比較しても約 40%の性能向上が見られます[7][19]。 

また、CNF を用いた複合材料は、耐熱性や耐衝撃性の向上も期待されています。特に、京都プロセスを用いた CNF 強化

樹脂は、再成形性が高く、リサイクル性にも優れています。この特性により、自動車部品や建材の分野での採用が進んで

います[10][19]。 

さらに、発泡成形技術を用いることで、軽量化と耐熱性を両立した製品の開発も進行中です。これにより、航空宇宙分野

や輸送機器分野での応用も期待されています[10][19]。 

6.1.2 食品・飲料 

CNF は食品・飲料分野でも多くの用途が開発されています。特に、増粘剤や安定剤としての利用が進んでおり、パンや

ケーキ、冷凍食品、水産加工品などの食品加工製品に使用されています。CNF を添加することで、食品の保水性や粘性

が向上し、品質の安定化や賞味期限の延長が可能となります[27][33]。 

また、CNF は食品のテクスチャーを改善する効果もあり、例えば、そば麺に添加することで滑らかな食感を実現するこ

とができます。さらに、CNF は生分解性が高く、環境に優しい素材であるため、食品包装材としての利用も注目されて

います[39][33]。 

食品分野でのもう一つの重要な応用は、食品のバリア材としての利用です。CNF はガスバリア性に優れており、酸素や

水蒸気の透過を防ぐため、食品の鮮度を長期間維持することができます。この特性により、食品包装材としての需要が高

まっています[34][39]。 



6.1.3 医療・ヘルスケア 

医療・ヘルスケア分野では、CNF の生体適合性と高い安全性が評価され、さまざまな用途での研究が進められていま

す。例えば、創傷治癒材やドラッグデリバリーシステム（DDS）としての利用が注目されています。CNF は、創傷部位

に適した保湿性とバリア性を提供し、治癒を促進する効果があります[11][13]。 

また、CNF は医療用バリア材としても利用されており、細菌やウイルスの侵入を防ぐためのフィルターやマスクの材料

としての応用が期待されています。さらに、CNF を用いた医療用具や人工骨の開発も進行中であり、これにより医療分

野でのさらなる応用が見込まれています[13][39]。 

6.1.4 包装材料 

CNF は、包装材料としての利用が急速に拡大しています。特に、透明性とガスバリア性に優れるため、食品や医薬品の

包装材として理想的です。CNF を用いた包装材は、酸素や水蒸気の透過を防ぎ、製品の鮮度を長期間維持することがで

きます[34][39]。 

また、CNF は生分解性が高く、環境に優しい素材であるため、プラスチック代替素材としての需要が高まっています。

これにより、使い捨てプラスチックの削減や環境負荷の低減に貢献することが期待されています[39][34]。 

さらに、CNF を用いた包装材は、軽量でありながら高い強度を持つため、輸送コストの削減や製品の保護性能の向上に

も寄与します。この特性により、食品包装や医薬品包装の分野での採用が進んでいます[34][39]。 

6.1.5 エレクトロニクス 

エレクトロニクス分野では、CNF の透明性と高強度が評価され、さまざまな用途での研究が進められています。例え

ば、透明フィルムやコーティング材として、電子デバイスやディスプレイに利用されています[23][24]。 

また、CNF はガスバリア性にも優れているため、バッテリーセパレーターや電子部品の保護材としての応用が期待され

ています。さらに、CNF を用いた導電性材料の開発も進行中であり、これによりエレクトロニクス分野でのさらなる応

用が見込まれています[24][39]。 

6.1.6 化粧品 

化粧品分野では、CNF の高粘度性と天然由来の特性が評価され、スキンケア製品や化粧品の増粘剤として利用されてい

ます。CNF を添加することで、製品のテクスチャーが向上し、べたつきの少ない使用感が実現します[26][28]。 

また、CNF は保湿性にも優れており、美容用フェイスマスクやクリームの成分として利用されています。さらに、CNF

は生分解性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能な化粧品の開発に貢献しています[26][28]。 



6.1.7 その他 

CNF は、その他の分野でも多岐にわたる応用が進められています。例えば、航空宇宙分野では、軽量で高強度な材料と

しての利用が期待されています。また、塗料やインク、フィルター、3D プリンティング材料など、さまざまな用途での

研究が進行中です[20][23][22]。 

さらに、CNF は農業分野でも利用されており、土壌改良材や植物成長促進材としての応用が検討されています。このよ

うに、CNF は多様な分野での応用が期待されており、今後の市場拡大が見込まれています[20][23][22]。 

6.2 地域別セグメント 

6.2.1 北米 

北米市場では、政府の環境政策や再生可能資源の採用促進が市場成長を後押ししています。特に、食品包装や医療分野で

の需要が高まっており、これにより市場シェアの約 38.4%を占めると予測されています[6][24]。 

また、北米では、CNF を用いた高性能材料の開発が進んでおり、自動車部品や建材、エレクトロニクス分野での応用が

期待されています。さらに、研究開発への投資が活発であり、新たな用途の開拓が進められています[6][24]。 

6.2.2 ヨーロッパ 

ヨーロッパ市場では、環境規制の強化や持続可能な素材への需要増加が市場を牽引しています。特に、パルプ・紙産業や

包装分野での利用が進んでおり、これにより市場シェアの約 35.2%を占めています[24][25]。 

また、ヨーロッパでは、政府や企業による研究開発への投資が進んでおり、新たな技術や製品の開発が期待されていま

す。さらに、CNF を用いた高性能材料の開発が進行中であり、これにより市場拡大が見込まれています[24][25]。 

6.2.3 アジア太平洋 

アジア太平洋地域は、最も急速に成長している市場であり、自動車、包装、建材分野が主要な需要源です。特に、日本は

CNF の研究開発と実用化で世界をリードしており、包装材料や自動車部材などの分野で多くの製品が開発されています

[20][23][22]。 

また、中国や韓国でも、CNF の生産と応用が進んでおり、これにより市場拡大が期待されています。さらに、アジア太

平洋地域では、政府の支援や政策が市場成長を後押ししています[20][23][22]。 

6.2.4 中南米、アフリカ、中東 



中南米やアフリカ、中東では、政府の支援やインフラ整備が進む中で、CNF 市場の潜在的な成長が期待されています。

これらの地域では、特に建設や農業分野での応用が注目されています[22][25]。 

また、これらの地域では、安価な原材料と労働力が市場成長を後押ししており、これにより市場拡大が見込まれていま

す。さらに、CNF を用いた高性能材料の開発が進行中であり、これにより市場成長が期待されています[22][25]。 

6.3 産業分野別セグメント 

6.3.1 紙・パルプ 

CNF は、紙の強度向上や酸素バリア性能の付与に利用されています。特に、段ボールや包装用紙の「紙力増強剤」とし

ての利用が進んでおり、これにより市場拡大が期待されています[23][22]。 

また、CNF を用いた高性能紙の開発が進行中であり、これにより市場成長が見込まれています。さらに、CNF は生分解

性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能な紙製品の開発に貢献しています[23][22]。 

6.3.2 自動車 

自動車分野では、CNF を用いた複合材料が注目されています。特に、軽量化と燃費向上を目的に、CNF を複合材料とし

て使用する動きが進んでいます[23][22]。 

また、CNF を用いた高性能材料の開発が進行中であり、これにより市場拡大が期待されています。さらに、CNF は生分

解性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能な自動車部品の開発に貢献しています[23][22]。 

6.3.3 建設 

建設分野では、CNF を用いた建材や水性コーティング材が注目されています。特に、耐久性と軽量性を提供する材料と

しての利用が進んでおり、これにより市場拡大が期待されています[23][22]。 

また、CNF を用いた高性能材料の開発が進行中であり、これにより市場成長が見込まれています。さらに、CNF は生分

解性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能な建材の開発に貢献しています[23][22]。 

6.3.4 医療・ヘルスケア 

医療・ヘルスケア分野では、CNF を用いた創傷治癒材やドラッグデリバリーシステム（DDS）が注目されています。特

に、CNF の生体適合性と高い安全性が評価され、これにより市場拡大が期待されています[23][24]。 

また、CNF を用いた医療用バリア材や人工骨の開発が進行中であり、これにより市場成長が見込まれています。さら

に、CNF は生分解性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能な医療製品の開発に貢献しています[23][24]。 



6.3.5 食品・飲料 

食品・飲料分野では、CNF を用いた増粘剤や安定剤が注目されています。特に、食品の保水性や粘性を向上させる効果

が評価され、これにより市場拡大が期待されています[23][24]。 

また、CNF を用いた食品包装材の開発が進行中であり、これにより市場成長が見込まれています。さらに、CNF は生分

解性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能な食品包装材の開発に貢献しています[23][24]。 

6.3.6 エレクトロニクス 

エレクトロニクス分野では、CNF を用いた透明フィルムやコーティング材が注目されています。特に、CNF の透明性と

高強度が評価され、これにより市場拡大が期待されています[23][24]。 

また、CNF を用いたバッテリーセパレーターや電子部品の保護材の開発が進行中であり、これにより市場成長が見込ま

れています。さらに、CNF は生分解性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能なエレクトロニクス製品の開発

に貢献しています[23][24]。 

6.3.7 その他 

その他の分野では、CNF を用いた塗料やインク、フィルター、3D プリンティング材料などが注目されています。特に、

CNF の軽量性と高強度が評価され、これにより市場拡大が期待されています[23][24]。 

また、CNF を用いた高性能材料の開発が進行中であり、これにより市場成長が見込まれています。さらに、CNF は生分

解性が高く、環境に優しい素材であるため、持続可能な製品の開発に貢献しています[23][24]。 

7. CNF の競争状況と企業分析 

7.1 市場の競争状況 

7.1.1 競争の特徴 

セルロースナノファイバー（CNF）市場は、持続可能な素材への需要増加を背景に急速に成長しており、競争が激化して

います。市場は部分的に断片化されており、主要企業が技術革新や製品ポートフォリオの拡大を通じて競争優位性を確保

しようとしています。特に、以下の特徴が市場競争において顕著です。 

1. 技術革新の重要性 

CNF 市場では、製造技術の進化が競争の中心となっています。例えば、日本製紙が開発した TEMPO 酸化法や京都



大学が提案した「京都プロセス」など、効率的かつ高品質な CNF 製造技術が市場競争力を左右しています

[10][12]。また、表面改質技術や複合材料の開発も競争の焦点となっています[9][11]。 

2. 用途の多様化 

CNF は、自動車部品、包装材料、食品添加物、医療用具、化粧品、電子材料など、幅広い分野での応用が進んでい

ます[20][23]。特に、自動車業界では軽量化による燃費向上、包装業界ではガスバリア性を活かした食品包装への応

用が注目されています[36][39]。 

3. 地域別の競争構造 

地域ごとに市場の成長要因が異なり、競争の焦点も異なります。例えば、アジア太平洋地域では自動車や包装分野

での需要が高まっており、日本が研究開発と実用化でリードしています。一方、北米では食品包装や医療分野での

需要が市場成長を牽引しています[6][34]。 

4. 環境規制の影響 

環境規制の強化が、持続可能な素材としての CNF の需要を高めています。特に、欧州では厳しい環境規制が市場

競争を加速させており、企業は環境対応型製品の開発に注力しています[18][34]。 

7.1.2 課題と機会 

CNF 市場には多くの成長機会が存在する一方で、いくつかの課題もあります。 

1. 課題 

○ 高い製造コスト 

CNF の製造には複雑な工程が必要であり、これが製造コストを押し上げています。特に、化学処理を伴う

CNF は高価であり、コスト削減が普及の鍵となっています[36][39]。 

○ 技術的課題 

CNF は親水性が強く、多くの樹脂は疎水性であるため、両者を混ぜる複合材料の製造には技術的な困難が伴

います[36]。 

○ 規制の標準化の欠如 

CNF の製造や利用に関する規制が標準化されていないため、エンドユーザーの認識が限定的である点も課題

です[2][36]。 

2. 機会 

○ 環境規制への対応 

CNF は植物由来で生分解性を持つため、プラスチック代替素材として注目されています。特に、環境規制が

厳しい地域では、持続可能な素材としての需要が高まっています[36]。 

○ 多様な用途への展開 



CNF は軽量・高強度・透明性などの特性を持ち、自動車部品、包装材料、医療用具、化粧品、電子材料など

幅広い分野での応用が期待されています[39][36]。 

○ 技術革新によるコスト削減 

京都大学が開発した「京都プロセス」など、低コストで高性能な CNF を製造する技術が進展しており、これ

により市場拡大が期待されています[36]。 

7.2 主要企業の分析 

7.2.1 日本企業 

7.2.1.1 日本製紙株式会社 

日本製紙は、CNF の研究開発と実用化で世界をリードする企業の一つです。CNF 強化樹脂のプラントを稼働させ、自動

車部品や包装材料などの分野での応用を進めています。また、TEMPO 酸化法を用いた高品質な CNF の製造技術を確立

しています[10][26]。 

7.2.1.2 王子ホールディングス株式会社 

王子ホールディングスは、CNF を用いた包装材料や紙製品の開発に注力しています。特に、食品包装分野での応用が進

んでおり、環境負荷の低減を目指した製品を提供しています。また、リン酸エステル化法を用いた高効率な CNF 製造技

術を確立しています[26][28]。 

7.2.1.3 大王製紙株式会社 

大王製紙は、CNF を活用した高機能紙や複合材料の開発を進めています。国内外の市場での競争力を高めるため、製造

技術の改良とコスト削減に取り組んでいます[26][28]。 

7.2.2 欧米企業 

7.2.2.1 Borregaard AS 

ノルウェーの Borregaard は、リグニンや特殊セルロースの製造で知られる企業で、CNF の商業生産にも注力していま

す。同社は、持続可能な素材の提供を通じて、包装や建材分野での市場拡大を目指しています[33][34]。 

7.2.2.2 CelluForce 



カナダの CelluForce は、セルロースナノクリスタル（CNC）の商業生産で世界をリードしています。同社の製品は、透

明フィルムやコーティング材として利用されており、エレクトロニクスや包装分野での需要が高まっています[33][34]。 

7.2.2.3 FiberLean Technologies GmbH 

ドイツの FiberLean は、ミクロフィブリル化セルロース（MFC）の大手プロデューサーであり、紙・包装業界向けのソ

リューションを提供しています。同社は、製品の軽量化と強度向上を実現する技術で市場競争力を確保しています

[33][34]。 

7.2.3 その他の主要企業 

● Stora Enso Oyj（フィンランド） 

林業製品の大手企業で、CNF を用いた包装材料や建材の開発を進めています。環境規制の厳しい欧州市場での需要

に対応するため、持続可能な製品の提供に注力しています[33][34]。 

● UPM Biomedicals（フィンランド） 

医療分野での CNF 応用に特化しており、創傷治癒材やドラッグデリバリーシステム（DDS）向けの製品を開発し

ています[33][34]。 

● Kruger Inc.（カナダ） 

Kruger は、CNF を用いた高性能紙や包装材料の製造で知られています。同社は、北米市場でのシェア拡大を目指

しています[33][34]。 

7.3 地域別競争状況 

7.3.1 アジア太平洋地域 

アジア太平洋地域は、急速な工業化と都市化により、CNF 市場の成長が最も著しい地域の一つです。日本は特に CNF の

研究開発と実用化で世界をリードしており、包装材料や自動車部材などの分野で多くの製品が開発されています[6][20]。 

7.3.2 北米 

北米では、政府の環境政策や再生可能資源の採用促進が市場成長を後押ししています。この地域は、先進的なインフラと

高い消費者購買力を背景に、CNF 市場の約 38.4%を占めると予測されています[6][34]。 

7.3.3 ヨーロッパ 



ヨーロッパでは、パルプ・紙産業の需要増加や環境規制の強化が市場を牽引しています。特に、フィンランドやスウェー

デンなどの北欧諸国が、CNF の生産と応用でリーダー的な役割を果たしています[6][34]。 

8. CNF の 3C 分析 

8.1 Company（自社分析） 

8.1.1 日本製紙株式会社 

日本製紙株式会社は、セルロースナノファイバー（CNF）の研究開発および商業生産において世界をリードする企業の一

つです。同社は、木材由来のバイオマス素材を活用し、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進めています。特に、

TEMPO 酸化法を用いた高品質な CNF の製造技術を確立しており、これにより透明性や高強度を持つ CNF 製品を提供し

ています[26][29]。 

日本製紙は、CNF を活用した製品の多様な用途展開を進めており、食品、化粧品、自動車部品、包装材料などの分野で

の応用が進んでいます。例えば、食品分野ではパンやケーキの品質向上、工業分野では自動車部品の軽量化に寄与してい

ます。また、CNF を用いた透明フィルムやコーティング材の開発も進められており、エレクトロニクス分野での応用が

期待されています[26][27]。 

さらに、日本製紙は、CNF の量産化に成功し、国内外の市場での競争力を高めるために生産設備の拡充を進めていま

す。同社の CNF 製品は、環境負荷の低減や持続可能な素材としての特性を活かし、さまざまな産業分野での需要を取り

込んでいます[29][33]。 

8.1.2 王子ホールディングス株式会社 

王子ホールディングス株式会社は、リン酸エステル化法を用いた高効率な CNF 製造技術を確立しており、透明性や高粘

度を持つ製品を提供しています。この技術により、従来に比べて高い生産効率で高品質な CNF の製造が可能となり、塗

料、化粧品、電子部品などの分野での応用が進んでいます[26][28]。 

同社は、透明 CNF スラリー「AUROVISCO（アウロ・ヴィスコ）」や疎水性 CNF パウダーなど、多彩な製品ラインナッ

プを展開しており、用途開発を積極的に進めています。特に、疎水性 CNF は有機溶剤や樹脂との相互作用を最適化する

ための表面改質技術を活用しており、電子基板やエレクトロニクス向けの溶媒などでの応用が期待されています[26]。 

また、王子ホールディングスは、CNF を用いた透明シート「AUROVEIL（アウロ・ヴェール）」の製造技術を確立して

おり、これにより高透明度、高強度、高弾性率を持つ製品を提供しています。この技術は、自動車部品やデジタルサイネ

ージなどの分野での応用が進んでいます[26]。 



8.1.3 パナソニック株式会社 

パナソニック株式会社は、CNF を活用した「kinari」という成形材料を開発し、家電製品や飲料用カップ、アパレル製品

などに展開しています。この材料は、植物由来のセルロースを主成分とし、環境負荷の低減を目指した製品設計が特徴で

す[27][29]。 

同社は、CNF の軽量性と高強度を活かし、家電製品の筐体や包装材料などの分野での応用を進めています。また、CNF

を用いた製品の開発において、持続可能な素材としての特性を最大限に活用し、環境対応型製品の提供を目指しています

[27][29]。 

8.2 Customer（顧客分析） 

8.2.1 自動車業界 

自動車業界では、軽量化と燃費向上を目的に、CNF を複合材料として使用する動きが進んでいます。CNF は、ガラス繊

維の代替として注目されており、16%の軽量化と 11%の燃費改善が実現されています[28][36]。 

特に、自動車部材の樹脂補強材としての利用が進んでおり、耐熱性や耐衝撃性の向上が期待されています。また、CNF

を用いた発泡成形技術により、軽量性と耐久性を兼ね備えた製品の開発が進められています[36][39]。 

8.2.2 食品業界 

食品業界では、CNF が増粘剤や保水剤として利用されており、パンやケーキ、冷凍食品、水産加工品などの品質向上に

寄与しています。これにより、食品の賞味期限の延長や食感の改善が可能となっています[27][33]。 

また、CNF は、食品包装材料としても利用されており、ガスバリア性や透明性を活かして食品の鮮度保持に貢献してい

ます。特に、プラスチック代替素材としての需要が高まっています[34][39]。 

8.2.3 化粧品業界 

化粧品業界では、CNF の高粘度性と天然由来の特性を活かし、化粧品やスキンケア製品に使用されています。特に、べ

たつきの少ない増粘効果が評価されており、化粧品の使用感の向上に寄与しています[26][28]。 

また、CNF は、保湿性や保形性を活かして美容用フェイスマスクやクリーム製品に応用されており、化粧品業界での需

要が拡大しています[33][38]。 

8.2.4 エレクトロニクス業界 



エレクトロニクス業界では、CNF の透明性や高強度を活かし、電子部品やディスプレイ、バッテリーセパレーターなど

に応用されています。特に、透明フィルムやコーティング材としての利用が進んでおり、高性能な電子デバイスの開発に

寄与しています[26][30]。 

また、CNF を用いた導電性材料の開発も進められており、次世代のエレクトロニクス製品への応用が期待されています

[38][39]。 

8.2.5 包装業界 

包装業界では、CNF のガスバリア性や透明性を活かして食品や医薬品の包装材料として利用されています。特に、プラ

スチック代替素材としての需要が高まっており、環境負荷の低減に貢献しています[34][39]。 

また、CNF を用いた包装材料は、軽量性と高強度を兼ね備えており、輸送コストの削減や製品保護の向上に寄与してい

ます[34][39]。 

8.3 Competitor（競合分析） 

8.3.1 国内競合 

日本国内では、日本製紙、王子ホールディングス、大王製紙などが主要プレイヤーとして市場をリードしています。これ

らの企業は、独自の製造技術や用途開発を通じて競争力を高めています[26][28][27]。 

特に、日本製紙は TEMPO 酸化法を用いた高品質な CNF の製造技術を確立しており、王子ホールディングスはリン酸エ

ステル化法を活用した高効率な製造技術を提供しています[26][28]。 

8.3.2 海外競合 

8.3.2.1 Borregaard AS 

ノルウェーの Borregaard AS は、リグニンや特殊セルロースの製造で知られる企業で、CNF の商業生産にも注力してい

ます。同社は、持続可能な素材の提供を通じて、包装や建材分野での市場拡大を目指しています[33][34]。 

8.3.2.2 CelluForce 

カナダの CelluForce は、セルロースナノクリスタル（CNC）の商業生産で世界をリードしています。同社の製品は、透

明フィルムやコーティング材として利用されており、エレクトロニクスや包装分野での需要が高まっています[33][34]。 

8.3.2.3 Stora Enso 



フィンランドの Stora Enso は、欧州市場での環境規制に対応した製品を提供し、包装材料や建材分野での需要を取り込

んでいます。同社は、持続可能な素材としての CNF の特性を活かし、国際市場での競争力を高めています[33][34]。 

9. CNF のリスクと機会 

9.1 リスク 

9.1.1 製造コストの高さ 

セルロースナノファイバー（CNF）の製造コストの高さは、普及を妨げる主要な課題の一つです。CNF の製造には、化

学処理や機械解繊などの高度な技術が必要であり、これが製造コストを押し上げています。現在、CNF の価格は 1kg あ

たり数千円から数万円とされており、これを数百円から 1,000 円程度に抑えることが目標とされています[36]。特に、化

学処理を伴う CNF は高価であり、コスト削減が普及の鍵となっています[36]。 

また、製造プロセスにおけるエネルギー消費量の多さもコスト増加の要因です。例えば、TEMPO 酸化法などの化学処理

を用いる場合、触媒や化学薬品のコストが高く、これが製品価格に反映されます[12][36]。さらに、製造設備の初期投資

や維持費も高額であり、特に中小企業にとっては参入障壁となっています[36]。 

このような高コスト構造は、既存の材料との価格競争力を低下させる要因となり、特に価格に敏感な市場では普及が進み

にくい状況を生んでいます[36]。 

9.1.2 技術的課題 

CNF の技術的課題として、まず挙げられるのが親水性と疎水性の問題です。CNF は水になじみやすい性質（親水性）を

持つ一方で、多くの樹脂は疎水性であるため、両者を混ぜる複合材料の製造には技術的な困難が伴います[36]。このた

め、CNF を樹脂に均一に分散させるための表面改質技術や添加剤の開発が求められています[12][36]。 

また、CNF の性質は原料や製造方法によって異なるため、用途に応じた特性の最適化が必要です。例えば、自動車部品

や建材に使用する場合には、高い耐熱性や耐衝撃性が求められますが、これらの特性を実現するための技術開発はまだ進

行中です[10][36]。 

さらに、CNF の大量生産における品質の均一化も課題です。製造プロセスの微細な調整が必要であり、これが生産効率

の低下やコスト増加につながる可能性があります[12][36]。 

9.1.3 安全性と環境影響 



CNF は一般的に安全性が高いとされていますが、吸入や排出による環境影響についてはさらなる研究が必要です。特

に、繊維状物質であるため、中皮腫などの健康リスクが懸念される場合があります[37][38]。また、CNF の微細な粒子が

環境中に放出された場合、水生生物や土壌生態系に与える影響についてのデータはまだ十分ではありません[13][37]。 

さらに、CNF の製造過程で使用される化学薬品やエネルギー消費が環境に与える影響も考慮する必要があります。特

に、化学処理を伴う製造プロセスでは、廃液処理やエネルギー効率の改善が課題となっています[12][36]。 

9.1.4 社会的認知と普及の遅れ 

CNF の利点や用途について、企業や自治体の理解が十分に進んでいないことが課題です。特に、リサイクルや技術的ノ

ウハウの普及が遅れている点が指摘されています[36]。また、エンドユーザーにとっては、CNF の特性や利点が他の材料

と比較してどのように優れているのかが明確でない場合が多く、これが市場での採用を妨げる要因となっています[36]。 

さらに、規制の標準化の欠如も普及の遅れに影響を与えています。CNF の製造や利用に関する国際的な規制が整備され

ていないため、エンドユーザーが安心して採用できる環境が整っていない状況です[36]。 

9.2 機会 

9.2.1 環境規制への対応 

CNF は植物由来で生分解性を持つため、プラスチック代替素材として注目されています。特に、環境規制が厳しい地域

では、持続可能な素材としての需要が高まっています[36]。例えば、欧州連合（EU）のプラスチック廃棄物削減政策や、

2050 年カーボンニュートラル（CN2050）目標に向けた取り組みが、CNF の市場拡大を後押ししています[16][36]。 

また、CNF は CO2 排出削減や循環型経済の実現に貢献する素材として、政策支援を受ける可能性があります。例えば、

日本では経済産業省が 2030 年までに国内 CNF 市場を 1 兆円規模に成長させることを目標に掲げており、これに向けた

支援策が進められています[17]。 

9.2.2 多様な用途への展開 

CNF は軽量・高強度・透明性などの特性を持ち、自動車部品、包装材料、医療用具、化粧品、電子材料など幅広い分野

での応用が期待されています[39][36]。特に、自動車業界では軽量化による燃費向上、包装業界ではガスバリア性を活か

した食品包装への応用が進んでいます[39][36]。 

また、医療分野では、創傷治癒材やドラッグデリバリーシステム（DDS）としての利用が研究されており、これにより新

たな市場が開拓される可能性があります[12][39]。 



9.2.3 技術革新によるコスト削減 

京都大学が開発した「京都プロセス」など、低コストで高性能な CNF を製造する技術が進展しており、これにより市場

拡大が期待されています[36]。また、製造プロセスの効率化や副産物の活用により、経済性が向上する可能性があります

[36]。 

さらに、表面改質技術や複合材料の開発が進むことで、CNF の性能が向上し、より多くの用途での採用が可能となりま

す[12][36]。 

9.2.4 地域資源の活用 

CNF は木材だけでなく、稲わらや野菜くずなどの農業廃棄物からも製造可能であり、地域資源を活用した産業振興が期

待されています[36]。例えば、地方特産の農産物を原料とした CNF 製造は、地方経済の活性化にも寄与します[36]。 

また、森林資源の適切な活用を通じて、森林環境の保全にも貢献することができます。これにより、持続可能な社会の実

現に向けた取り組みが進むと考えられます[36]。 

9.2.5 国際市場での成長 

CNF は、北米やヨーロッパ、アジア太平洋地域での需要が拡大しており、特に環境規制が厳しい地域での市場成長が見

込まれます[36]。例えば、北米では政府の環境政策が市場拡大を後押ししており、ヨーロッパではパルプ・紙産業の需要

増加が市場を牽引しています[36]。 

また、2030 年には年間 1 兆円規模の市場を目指すロードマップが策定されており、国際的な競争力を高める機会となっ

ています[36]。 

10. 結論 

10.1 CNF 市場の総括 

セルロースナノファイバー（CNF）は、持続可能な社会の実現に向けた重要な素材として、近年急速に注目を集めていま

す。その市場は、環境意識の高まりや技術革新を背景に、さまざまな産業分野での応用が進んでいます。CNF は、軽量

性、高強度、生分解性、透明性といった特性を持ち、これらの特性が従来の素材に対する優位性を提供しています

[1][2]。 

2023 年の CNF 市場規模は 24 億米ドルに達し、2031 年には 73 億米ドルに成長すると予測されています。この成長は、



年平均成長率（CAGR）8.5%という高い水準で進行しており、特に自動車、包装、医療、エレクトロニクス分野での需

要が市場を牽引しています[3][4]。また、2024 年の世界生産量は前年比 120%増の 132 トンに達する見込みであり、試作

やサンプル供給を含む市場規模の拡大が期待されています[5]。 

CNF 市場の成長を支える要因として、以下の点が挙げられます： 

1. 持続可能な素材への需要増加 

環境負荷の低い素材への需要が高まる中、CNF は再生可能資源由来であり、生分解性や低カーボンフットプリント

を提供する点で注目されています。特に自動車業界では、軽量化による燃費向上や排出ガス削減を目的に、CNF を

複合材料に組み込む動きが進んでいます[6][7]。 

2. 多様な用途展開 

CNF は、包装材料、食品包装、医療用バリア材、化粧品、電子機器、フィルターなど、さまざまな分野での応用が

進んでいます。特に、透明フィルムやコーティング、ハイドロゲルの作成に適した TEMPO 酸化による CNF

（TEMPO-CNF）は、表面電荷の増加や機械的強度の向上といった特性を持ち、高性能用途に理想的です[8][9]。 

3. 地域別の成長動向 

○ 北米: 再生可能資源の採用を促進する政府イニシアティブが進んでおり、市場シェアの約 38.4%を占めると予

測されています[10]。 

○ アジア太平洋: 自動車、包装、複合材料産業の成長により、急速な市場拡大が見込まれています[11]。 

○ ヨーロッパ: パルプ・紙用途の需要増加や研究開発への投資が市場成長を牽引しています[12]。 

一方で、CNF 市場にはいくつかの課題も存在します。特に、高い生産コストや技術的課題、規制の標準化の欠如が市場

拡大の障壁となっています[13][14]。これらの課題を克服するためには、技術革新や政策支援が不可欠です。 

10.2 今後の展望と課題 

CNF 市場の将来性は非常に明るいものの、いくつかの重要な課題が残されています。これらの課題を克服することで、

さらなる市場拡大と社会実装が可能となります。 

1. 技術革新の推進 

CNF の製造技術は進化を続けており、特に京都大学が開発した「京都プロセス」などの低コストで高性能な製造技

術が注目されています。このプロセスにより、耐熱性や再成形性に優れた CNF 強化樹脂の製造が可能となり、自

動車部品や建材への応用が進んでいます[15][16]。また、表面改質技術や複合材料の開発も進行中であり、これによ

り CNF の用途がさらに広がることが期待されています[17][18]。 

2. コスト削減の必要性 

現在、CNF の製造コストは依然として高く、これが市場拡大の大きな障壁となっています。製造プロセスの効率化

や副産物の活用により、経済性を向上させる取り組みが求められています[19][20]。 



3. 規制と標準化の整備 

CNF の製造や利用に関する規制が標準化されていないため、エンドユーザーの認識が限定的である点も課題です。

国際的な規制の整備と標準化が進むことで、市場の透明性と信頼性が向上し、普及が加速する可能性があります

[21][22]。 

4. 安全性と環境影響の評価 

CNF は一般的に安全性が高いとされていますが、吸入や排出による環境影響についてはさらなる研究が必要です。

特に、繊維状物質であるため、中皮腫などの健康リスクが懸念される場合があります[23][24]。これに対処するため

には、包括的な安全性評価と環境影響評価が不可欠です。 

5. 市場拡大の戦略 

CNF 市場は、北米、ヨーロッパ、アジア太平洋地域での需要が拡大しており、特に環境規制が厳しい地域での市場

成長が見込まれます[25][26]。地域ごとの特性を活かした戦略的な投資と応用分野の拡大が、さらなる市場拡大を促

進するでしょう。 

10.3 持続可能な社会への貢献 

CNF は、持続可能な社会の実現に向けた重要な素材として、多くの可能性を秘めています。その貢献は以下のような分

野で顕著です： 

1. 循環型経済への寄与 

CNF は植物由来で生分解性を持つため、廃棄後も環境への影響が少なく、循環型経済を支える基幹材料としての役

割が期待されています。また、森林資源の適切な活用を通じて、森林環境の保全にも寄与します[27][28]。 

2. カーボンニュートラルの実現 

CNF は、原料となる木材が大気中の二酸化炭素を吸収して成長するため、カーボンニュートラルな素材として注目

されています。これにより、プラスチック代替材料としての需要がさらに高まると予測されています[29][30]。 

3. 環境負荷の低減 

CNF は、軽量性と高強度を活かして、自動車や航空機の軽量化に貢献し、燃費向上と CO2 排出削減を実現しま

す。また、プラスチック代替素材としての利用により、海洋プラスチック問題の解決にも寄与します[31][32]。 

4. 地域経済の活性化 

CNF は、木材だけでなく、稲わらや野菜くずなどの農業廃棄物からも製造可能であり、地域資源を活用した産業振

興が期待されています。これにより、地方経済の活性化と雇用創出が促進されます[33][34]。 

5. 新たな産業の創出 

CNF の多様な特性を活かした新製品の開発は、新たな産業の創出につながります。特に、医療、食品、化粧品、エ

レクトロニクス分野での応用が進むことで、経済成長と技術革新が期待されています[35][36]。 



CNF は、環境負荷の低減や持続可能な社会の実現に向けた重要な素材として、今後もその役割を拡大していくでしょ

う。そのためには、技術革新、政策支援、国際協力が不可欠であり、これらを通じて CNF の普及と市場拡大が進むこと

が期待されます。 
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